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研究成果の概要：イプシロン代入法に関しては、帰納的マーロ順序数と弱コンパクト基数の帰

納的類似物について研究を行った。 
その他、証明論全般についての考察や計算量理論と関連する研究も行った。 
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研究分野：数学基礎論 
科研費の分科・細目：数学一般 
キーワード：証明論 
 
１． 研究開始当初の背景 

イプシロン代入法(epsilon substitution 
method)は D. Hilbert が提案し、J. von 
Neumann, W. Ackermann らが研究を
開始し、G. Kreisel, W. Tait, C. Spector 
らが発展させ、最近では G. Mints, W. 
Buchholz, J. Avigad, S. Tupailo, H. 
Towsner, 新井によって研究が深められ
ていた。 

２．研究の目的 
イプシロン代入法により、これまでにこの方
法で無矛盾性証明が与えられていない強い
形式的体系の無矛盾性証明を与える。 
 
 
３．研究の方法 
Ackermann の方法をそのままで 2 階の自然
数論や非可述的な述語を含んだ理論には適
用できない。  



それにはまずもってこのような理論に対す
るイプシロン代入とは、何に何を代入するこ
となのか明らかにしないといけない。 
 
自然数上の繰り返しのない単調帰納的定義
についての理論 に対しては、この問題は、
帰納的に定義される集合族に対し、原子論理
式を代入されるものに選び、その値としてブ
－ル値を取ることで解決された。 
つまり、形式的証明に現れる「超限的なもの」
として原子論理式を、それに対応する「有限
的なもの」としてブ－ル値を取った訳である。 
 これを述語とみなして、それに自然数の部
分集合を代入する代案(G. Mints)もあり得る
が、我々の方法のほうが技術的に明瞭である。 
 
 
 
４．研究成果 
イプシロン代入法に関しては、帰納的マーロ

順序数と弱コンパクト基数の帰納的類似物

について研究を行った。 
その他、証明論全般についての考察や計算量

理論と関連する研究も行った。 
また証明の長さや順序数解析についての考
察も行った。 
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